
文芸・芸術 ご担当者様 

「作家ではなく職人になれ」「美は手から生まれる」 

十四代目 酒井田柿右衛門 
[1934.8.26 – 2013.6.15] 

生誕 90年 

遺言 愛しき有田へ 
酒井田柿右衛門（14代目） 著 

ここ数十年、有田の町から次第にロクロの音が聞こえ

なくなり、その代わりにオイルの臭いが漂い、機械の音

が響いている。それは焼きものの伝統を継承していく

ということが、有田の町でも非常に困難になっている

ことを意味している。著者は合理性と非合理性は車

の両輪のようなもので、これらの微妙な感じが伝統工

芸の質を左右する重要な鍵であると強調する。 

【目次】 
はじめに／第一章 有田の現状と原材料／第二章 伝統を継
承する走者（ランナー）／第三章 愛しい有田へ！／第四章 さ
らば、十四代柿右衛門 中島宏（陶芸作家・人間国宝）／第五
章 父十四代目柿右衛門 十五代酒井田柿右衛門／うしろ書
き 十四代の哀愁 和多田進 
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